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細山田三郎:タケコケモドキ顛末記

鹿児島大学水産学部教授であった田中 剛先生カえ鹿児島湾

奥，桜島の東北部に位置する園山池(図1)で，当時としては珍

しい汽水性の紅藻を発見され，「藻類」の第 1巻第1号(創刊

号)に報告してから半世紀の月日が流れた(田中 1953)。田中先

生は当初これを「タニコケモドキ」とされたが，ドイツのErika

Post博士に試料を送ったところ，まだ北半球では分布が知られて

いなかった“Bostrychiaflagellifera Post"に同定された (Post

1961)ので，「タケコケモドキ」の和名をつけられた。爾来，地元

ではこの「珍奇な蔀」を「天然記念物に値する貴重なものJ(田

中 1964)と考え，微力ながら保護活動を行いながら生育地を見

守り続けてきた。今回，ひょんなことから，この藻のことが藻学界

から忘れられかけているのではないかという危慎を抱〈に至ったの

で，その顛末と生育地の現状について紹介したいと思う。

桜島は爆発噴煙が長期間続き植物観察会を行える環境ではな

かった。ところが最近 10年ほど桜島が静かになり，庫児島植物

同好会では昨年 (2007年)12月1日，桜島で久しぶりに観察会

を実施した。後日，同会の名誉会長である初島住彦先生*I (鹿

児島大学名誉教授)宅に行き，園山池でタケコケモドキ等を観察

したことを報告した。先生はサクラジマイノデ等観察してない植

物があるので再度調査するよう話された。ところが先生は，本年

(2008年)1月22日急にお亡くなりになった(老衰，享年 101歳)。

この言卜報を金井弘夫先生(元国立科学博物館植物研究部長)に

連絡した。しばらくして金井先生から「初島先生の追悼文を「植

物研究雑誌」に掲載したいので書いてくれ」との依頼をいただい

た。その迫悼文でタケコケモドキのことを書いたところ先生から

「タケコケモドキという植物を知らない。どんなものか教えてくれ」

とのファックスが届いた。私は大変驚いた。すぐに「海藻で『フ

ジマツモ科コケモドキ属の一種・・・』と案内板に書いであった」

と返事した。すると先生から「タチコケモドキという名前もある」。

私は「タケコケモドキに間違いない」と再度返事した。それでも

先生は納得されなかった。この時点で追悼文からタケコケモドキ

を削除することを提案したが，それには及ばないということだっ

た。「藻類学会では園山池のタケコケモドキは消滅したという認

識があるようだ。この藻は新種ではなく日本新産だから専門誌に

発表されているとは限らず，地域植物誌に和名が初出している可

能性もあるのでこの際調べてみては」というご教示があった。そ

こで，あらためてタケコケモドキの生育地を観察してみるとともに，

文献調査を行うことにした。

事1)初島先生は，当初一人で県内を植物採集されていたが，鹿児島に
も同好会をつくり，好きな者同土で採集(現在は「観察」の言葉を
使用するよう心得ている)してみたいと考えられ，名称も「鹿児島
植物同好会」とし， 19ω年3月から2∞2年12月まで会長，それ
以降名誉会長として48年間，会員の指導，発展に尽力された。

図 1 園山池の位置

2008年7月18日(干潮時)と 8月24日(満潮時)の2回，

園山池を調査した。園山池は小高い丘「園山」の麓にある半蹴

水の周囲約200m位の小さな池である(図2)。池の半分近くは

ツルヨシの群落に覆われ，イソヤマテンツキ，チャボイやウラギ

クの群落もある。池の水はおおよそ 3分の l程で，干潮時の水深

は0'""30 cm，所々に水溜まりができ，満潮時は30cm'"" 1 m 

50cmで海岸側の溶岩の隙聞から海水が池に入り込む様子がわ

かる。 2008年8月24日午後1時に測定した気温は32.40C，池

の水温23.20C，海水温30.00Cであった。水は異臭もなく澄んで

おり多種類のトンボが飛び交っていた。東部と南部は園山から流

れてきた土で砂地のようになっているが，池の西部と北部の溶岩

面には干潮時線より上方 1m幅位にタケコケモドキがマット状に

繁茂している(図3)。ただし，満潮時にはよくわからない。 7月

18日に採取した試料を観察したところ，生殖器官はわずかしか見

つけられなかったが，栄養組織の特徴は熊野(1997，:2∞0)に

一致した。藻体は茶色で，互生あるいは不規則に二叉分枝して

いる(図4)。ごく少数ではあったが，枝分かれの脇に本種の特

徴のひとつである「ヒゲネ」と呼ばれる構造(図5)と未熟なが

ら頂生する四分胞子嚢托と恩われる生殖器官もみとめられた(図

6)。園山池のタケコケモドキの藻体が観察されるのは， Kumano 

(1988)以来なのではないかと思われる。しかも，Kumano(1988) 

で用いられた訊料は，鹿児島大学理学部教授であった糸野 洋

先生が1981年に採取されたものであったから， 27年ぶりの採

集ということになるだろうか。その糸野先生も r(1982年頃から)

調査を本格的に始めて以来， (4年間)ただの一度もこの藻類に

出会ったことがないJ (糸野 1986)と書かれたし， 1986年に調

査を行った野呂・南波(1989)も「本種(ただし「タニコケモドキJ

として)の生育を確認するには至らなかった」と報告されたほどで，

今回採取できたのはまことに幸運なことであった。

先に述べたように 10年近くおとなしくしていた桜島であった
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図2-6 園山池とタケコケモドキ BostrychiajZagell!fera Post 2.満潮時の園山池 (2008"1二8月24日)0 3 岩上に生育するタケコ
ケモドキ (2008年 7月 18日千iiiQIi時)0 4.タケコケモドキの政体(スケールの目盛りは 1mm)o 5 二叉分校を示す~iS体先端部。 分
伎の付け根に「ヒゲ‘ネJ (矢1=1])がみえる。 6.枝の先端にm生する未成熟な四分Jl包子繋托とjぷわれる構造(矢頭、)。 かト6の線影:北山)

が，初島先生の逝去を悼むかのように，今年 2月4日， 2月6日，

7月28日に南岳東側斜面の昭和火口(標高約 800111)が爆発

l噴煙した。今後，さらなる爆発l噴煙により園山池も被害を受ける

ことが考えられる。一方，園山池地域は霧島屋久国立公園の第3

極特別地域で、自然公園法にて規制され，鹿児島県文化財保護条

例(景観が損なわれる行為，植樹等を禁止)の「名勝天然記念物」

となっている。しかし，池周囲の現状は山は荒れ池に土砂流入も

あり，このまま放置しておくと池が埋もれる危険性がある。この

珍しい海藻が将来絶滅しないよう，藻類学会で一度現地調査を

し保護対策を考えていただくことが切望され，桜島の活動が激し

くない今の時期がそのチャンスで‘はないかと思っている。

さて，和名であるが，タケコケモドキの名を調べていくと， 1王Iclこ1

剛先生は「桜島の園山池にタケコケモドキが生育しているJ(1王Iclコ

1964， 1978， 1981)と報告されている。タケコケモドキの「タケ」

の意味を調べてみた。桜島には地名の「武J，名字の「武」がある。

第 10代西桜島村長も「武」で，桜島UlJ郷土誌には「武定利 (図

7)は西桜島村白浜の出身(現鹿児島市絞島白浜IlIJ)，四桜島村

長に 1947年4月就任， 1963年 5月退任」とある(桜島111]郷土

誌編纂委員会 1988)。田中先生は鹿児島大学に1946年 8月から

1973年3月まで在任，その後名誉教授となり 1997年 11月に逝

去された。田中先生は「タケコケモドキの和名については調査に協

力してドさった桜島村長の故武 定理氏にあやかつて田中が命

名したものであるJ (問中 1978)と書かれている。このことで田中

先生がタケコケモドキの和名を初めて使われ， 1日f究されていた時

代と，武 定利氏が回桜島村長をされていた時代がほぼ同時代で

あったと推定できる。これで「タケ」の疑問は解決したと思っていた。

ところが， 4月になって，当地方主Ir聞に鹿児島大学水産学部の

寺田竜太先生が 「タケコケモド、キはフサコケモドキのことで、は」と

答える記事が掲載された(南日本新聞，2008年4月18日朝刊)。

早速寺田先生にお尋ねした。先生から「日本産フサコケモドキの

報告は KUl11ano(1988)で，和名は田中次郎 (1989)によります。

これらの報告では(地方出版物である)田中 剛 (964)の報告

が見落とされていたのかもしれません。このことから“Bost.ηchia

j1age/lifera Post"としての最も古い和名の記録は田中 (1964)

になると思います。今回は吉田ら (2005)の「日本産海部目録

(2005年改訂版)Jで使用されているものに準拠しました。田中

先生のご功績を評{illiするためにも，より古い和名であるタケコケ

モドキを使用する旨の提案を学会誌等でおこなう必要があるのは

事実で、す」 と親切なご返事をいただいた。そこで，“Boωstrツychiωα 

j戸'laα1ge//iゲ了tωr斥刀dαa"がこれまでで.どのような和名でで、日乎ば

らためて文i献猷を精査してみた(表 1)。
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図7 武 定利 (雌児島県立図書館所蔵「絞，1~~ Il IJ日出土誌」
から11副主。阿古gと脱児島市市民局桜島支所のご厚なによる)。

文献の存在が確認できた範囲では，やはり鹿児島県の地方誌「鹿

児島の自然」の「タケコケモドキ」が初出(田中 1964)と思われた。

しかし，ここからがこの藻の不思議なところなのであるが，なぜか

淡水藻研究の先生にはこの「タケコケモドキ」としヴ名があまり愛

されなかったようで，111岸高旺先生の「植物系統分類学の基礎J(山

岸 1974)には「タチコケモドキ」とjlまり (111岸高旺先生からは金

井先生を通じて「チ」は「ケ」の誤植であったとの連絡をいただ

いた)，今日では寺田先生が仰るようにいつのまにか「フサコケモ

ド、キ」の名がよく使われているようである。昨年，環境省が公表し

た2007年度版レッドリスト(植物H・藻類)でも「フサコケモドキ」

とされている。しかも， 1王|中 剛先生自身が r鹿児島の自然」で「タ

ケコケモドキ」を記された 3年後に刊行された専門書「現代生物

学大系 6下等植物 BJで，「コ」が濁った「タケゴケモドキ」を「新

称」として記述されているのである(回仁I~ 1967) 本 20

以上のように，現在までにタケコケモドキが「タケゴケモドキ，

タチコケモドキ，フサコケモドキ」等の異名をもつことが判明した。

和名には学名のような先取権が認められていないのでいずれが正

しいと決めることはできない。しかし，その生育地である園山池

を地元で見守り続けてきた鹿児島植物同好会は，この珍奇で貴

重な藻を長年にわたり「タケコケモ ドキ」の名前で、親しんできた。

また，田中 剛先生のご功績と地方誌の存在が認められることを

希望している。そして，微力ではあるがタケコケモドキの保護に

協力したいと考えている。往時の村長と大学教授の親交も偲ばれ

るこの藻の名が降灰に埋もれることのないよう願うものである。
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表l 日本産 Bostrychiaflagelliferaについての文献にみられる和名

著者 和名

[田中 (1953)] 

Post (1961) 

田中 III脱児島県恕科教育協会 (1964)

問中 III加川(1967)

問中 ・糸野(1969)

山岸 In山岸(1974)

任1"1"(1978) 

間中 (1981)

糸野 (1986)

Kumano (1988) 

|王l中立 (1989)

[ Y年呂 ・南波 (1989)] 

熊野 iniJJJギ・秋111(l997) 

吉田 (1998)

熊!.frJ(2000) 

吉田ら (2005)

熊野ら (2007)
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